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『今日もロータリーしましょう!』 

第 16号 ２993回例会 ２０１7年 10月 28・29日（土・日） 

 

2017-18 年度 RＩテーマ 

ロータリー： 

変化をもたらす 

10/28(土)-29(日)活動の PRとチャリティバザー 
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発行 入間ロータリークラブ 
■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7ハイツ斎竹 101号 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email   iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30 ■会報委員：吉沢誠十 吉永章子 繁田光 間野尚 佐藤輝武 

 

＜会長の時間＞ 関谷永久会長 

ロータリーで最も重要な会合は例会です。異業種交流を通じて職業奉仕の理念を学ぶ

場であります。規定では例会の場所及び開会時間の変更や中止などは理事会で決める事

になっていますが例会時間を 1 時間と限定する決まりはなく、1 時間ではフレンドシッ

プの構築かつ奉仕の心を深めるには短すぎると判断すれば時間を延ばすことは可能で、

また特別なプログラムやフォーラムの為に例会時間を延長することも自由でありこれ

ら全ての権限は SAAに属します。因みにアメリカでは 1時間半が普通ですし、ヨーロッ

パや東南アジアでは 2､3時間の例会も多く、きっちり 1時間で終わる日本韓国台湾の例

会が特別なのです。外国では 1時間の卓話が主流で卓話の後には活発な質疑応答が行わ

れて例会を全員参加の活発なものにします。又、メークアップした時には最後まで例会

に参加して知己を広め友情を広めると同時に、他クラブの例会運営や卓話を通じて新し

い知識を吸収することを心掛けたいものです。SAA の権限で例会開始直後に「ぜひ最後

までご参加下さい」などのコメントを付け加えると早退防止に有効な方法だと思いま

す。仕事上の大切な時間を割いて例会に出席しており、従って例会出席によって得られ

るメリットは仕事上の貴重な時間を割くデメリットより大きくなければなりません。 


